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赤 田 信 一

Shinichi AKADA

(平成16年 9月 29日 受理)

はじめに

静岡県教育委員会は、平成 16年 1月 26日 付けにおいて、「喫煙防止教育の充実及び学校敷地

内禁煙の実施について」の通知を教育長名で行い、平成 16年度内をもつて静岡県内のすべての

公立の小学校・中学校・高等学校 0盲・聾・養護学校・幼稚園の敷地内を「全面禁煙」とする

こととした (資料 1)。

【資料 1】
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教 体 第 502号

平成16年 1月 26日

各教育事務所長 様

教 育 長

喫煙防止教育の充実及び学校数地内禁煙の実施について(通知)

敷地内禁煙については、全国の学校、病院、駅構内など、公共性を有する施設において進められ、本県におい

ても、公立学校の4割が取り組んでいる現状にあります。

このような中で県教育委員会は、「学校における喫煙問題検討委員会」から、『喫煙防止教育の充実』、『たばこ

を手に入れにくい社会環境づくり』、『学校敷地内全面禁煙の実施』を内容とする提言を受け、対応策を検討してま

いりました。

その結果、学校は、児童生徒の心身の健康の保持増進の場であることや、児童生徒を喫煙による健康被害から

守る責務があることから、喫煙防止教育の一層の充実を図るとともに、教職員、生徒(定時制等における成人者)

及び来校者の理解を得た上で、平成16年度内を目標に、順次、公立学校の敷地内禁煙の実現を目指すこととしま

した。

ついては、貴管内の市町村教育委員会を通じて、市町村立学校(幼稚園を含む。)に対して、敷地内禁煙の実施

について周知するよう通知願います。

なお、「学校における喫煙問題検討委員会」からの提言及び報告書については、県体育保健課のホームページ

に掲載してありますので、内容を確認のうえ、指導願います。

担  当 体育保健課保健給食班健康教育担当

(※ 原本の内容の写し)
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この「通知」の実現は、公的・私的、また個人・団体を問わず、数多くの方々による「行政」

や「立法」また「世論」に対する「公立学校敷地内全面禁煙化」(以下、学校禁煙化と示す)の
実現に向けた「働きかけ」の成果であり、同時に、静岡県庁行政官の職務執行の成果であると

筆者は考える6

さて、本調査が目指す研究の全体像は、静岡県における、数多くの方々による「学校禁煙化」

の実現に向けた「働きかけの姿そのもの」と、それに対応した「行政の施策の展開 0変遷」を

明らかにしていくことである。ここではその「学校禁煙化」の「通知」が行われるまでの過程

を “シズオカプロセス"と 呼ぶこととし、この “シズオカプロセス"の内容の解明を目指すも

のである。

ところで、静岡県教育委員会 (行政)の 「学校禁煙化」に関する施策の展開を、簡略的に示

せば表-1の通りになる。

【碁 1】

静岡県教育委員会 (行政)の「学校禁煙化」に関する施策の流れ

1) 2002.12.18

「学校 での児童・生徒 の 受動喫煙防止対策 に関する調査 」の結 果が公表 され る。

2) 2003.3.13

「学校 における喫煙 問題 検討委 員会」の開催 (以降 5/29、 7/25、 10月 0の計4回開催)。

3)2003.11.11

「学校における喫煙問題検討委員会」が「学校敷地内全面禁煙の実施」を教育長ヘ

提言する。

4)2004.1。26

全県下の「公立学校敷地内全面禁煙の実施(平成 16年度中)」が教育長名で通知
される(資料 1)。

実際には、これら以上に複雑な行政的手順・作業等があつたことは想像に難くないが、施策

の展開としては、1.「学校での受動喫煙防止対策に関する実態調査とその公表」をもとに、2.

「新規の委員会の設置とその委員会での検討」、加えて「その委員会からの提言」を受け、3.

「学校禁煙化を全県下へ通知する」 (資料 1)という流れとなる。

この約 1年間の「行政の施策の展開・変遷」とその結果としての「通知」の実現には、数多

くの方々による多方面への「働きかけ」が影響を及ばしているということは先に述べた通りだ

が、本稿ではその「働きかけ」のひとつとして機能したものと思われる、筆者が直接かかわつ

た研究会「静岡 :公立学校敷地内完全禁煙化推進・サポー ト研究会」の稚拙な活動の中より、

2002.3.llか ら2003.3.13ま で (辱口歌山県での現地調査」から「第一回 ;学校における喫煙問

題検討委員会」の開催を迎えるまで)のものを報告し、いわゆる γシズオカプロセス"の 「一

部分」を明らかにしていく試みを通して、今後の研究課題である “シズオカプロセス"の 「全
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体像」の角翠明に向けた糸口をつかみたいと考えるものである。

「静岡:公立学校敷地内完全禁煙化推進・サポート研究会」について

当研究会は、いわゆる大学の「ゼミ活動」の一環として組織されたものであり、当然のこと

ながら教育,研究目的及び社会貢献を目的として、数人の大学生とその指導教官 (筆者)を主

な活動メンバーとしたものである。研究会の目標は、喫煙防止教育の充実と受動喫煙の防止の

ための「学校禁煙化」の実現を静岡県教育委員会より「通知」してもらうことであり、その「通

知」が実現されるための様々な情報提供を行政へ行なうことであつた。例えばそれは、

1)なぜ学校の禁煙化が必要なのかについての理論の提供、

2)学校禁煙化に関する国内の先行事例 (前例)の報告、

3)学校禁煙化を進めるための方法論 (段取り・羽 1贋)の紹介、

4)学校を禁煙化することによる付加価値の紹介、

等であり、最終的には行政官の内発的で能動的な施策の推進を誘うことに努めた。加えて、

5)学蹴沸黎E化の「世論化」

を積極的にはかり、行政がその対策を推進しやすくなるような「社会づくり」にも努めた。

「静岡:公立学校敷地内完全禁煙化推進・サポート研究会」による「働きかけ」と「行政」による「施策

の展開」について

2002.3.11か ら2003.3.13ま での当研究会による「働きかけ」と行政による「施策の展開」、

つまり “シズオカプロセス" (その一部)を、時系列にそつて以下に示す。

そこには、「行政」が実施したり設置したりすることによつて「学校禁煙化」の実現にとつて

極めて大きな意味を持つといえる2002.12.18の 「学校での受動喫煙防止対策に関する調査・報

告」や、03.3.13の 「第一回 ;学校における喫煙問題検討委員会の設置」が、当研究会のそれ

らの実施や設置にむけた「働きかけ」や「世論化」と対・応しながら実現されていつた様子が伺

える。

以下には、時系列にそつて、その内容を示していくと同時に、その場面での当研究会の「取

組み」0「働きかけ」や行政による「施策」が、その後にどのような影響を与えていつた力ヽ こつ

いても考察を加えていきたい。

和歌山県庁にて学校禁煙化の推進・実施にかかわつた担当者と面談・インタ

ビュー調査の実施。

275

1)02。 03.11



276 赤 田 信 一

和歌山県の「学校禁煙化Jの施策についての情報を得るため、2002年 4月

からの和歌山県公立学校敷地内完全禁煙化の推進に携わつた、和歌山県教育

委員会の北山敏和氏、和歌山県福祉保健部の佐本明氏、佐原康之氏、日本赤

十字社和歌山県医療センターの池上達義氏と面談し、学校禁煙化に向けた

様々な行政手腕や啓蒙活動に関する情報を得た。特に、冊子「元気わかやま

行動計画～提言書～」、曙口歌山県たばこ対策指針」、「学校敷地内無煙化への

道筋～元気わかやま行動計画・和歌山県たばこ対策指針を受けて～」、「学校

敷地内禁煙がめざすもの～ノースモーキングエリア～」、「国・世界のたばこ

対策と学校敷地内禁煙～資料集ん」、「なぜ、今の時期に学校敷地内禁煙をす

るのか～想定問答集～」の現物に接することができたと共に、それを作成さ

せるまでの行政手腕について情報を得られたことは大きな収穫であつた。
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加えて、各学校における「たばこ対策」の実態を調査することが、学校の

敷地内禁煙化を進める際に不可欠となることの情報を得た。また、県が主体

となってメーリングリストを開設し、関係者同士における、たばこ対策の情

報の共有化を図る施策の情報を得た。また、公的な場で「たばこ対策」の議

論を引き起こすことが、学校の敷地内禁煙化を進める際に極めて重要となる

ことの情報を得た。
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「学校のたばこ対策」の実態調査

用紙

このとき得た情報は、当研究会のその後の活動の大きな指針となった。特

に、静岡県内の学校における「たばこ対策」の実態調査の実施、県議会への

働きかけ、また、当研究会が作成 し02.11。 10に静岡県内の全ての教育委員会

へ送付することとなる提言書「学校をノースモーキング健康エリアヘ」の完

成に際しても、重要な参考資料となった。

2)02。 06.05  和歌山県和歌山市また龍神村の学校を視察ならびに学校禁煙化の推進にかか

わった担当者と面談・インタビュー調査の実施。

和歌山県の「学校禁煙化」の施策についての情報を得るため、2002年 4月

から学校敷地内を禁煙化とした和歌山県龍神村の中学校を視察し、学校長か

ら学校での禁煙化の取り組み・推進の方法論について情報を得ると共に、和

歌山県教育委員会の北山敏和氏、和歌山県福祉保健部の佐本明氏、佐原康之

氏、日本赤十字社和歌山県医療センターの池上達義氏と面談し、学校禁煙化

に向けた様々な行政手腕や啓蒙活動に関する情報を得た。特に、冊子 「学校

とたばこ～学校をノースモーキングエリアに～」の現物に接することができ

たと共に、それを作成させるまでの行政手腕について情報を得られたことは
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大きな収穫であつた。また、和歌山県が企画・運営する県民向けの啓発活動
「たばこフォーラムわかやま」に参加しその企画・運営についての情報を得

た。

学校したばこ

冊子 :学校とたばこ パンフレット:たばこフォーラム

このとき得た情報は、前回の 02.03.Hと 同様、当研究会のその後の活動

の大きな指針となつた。特に、当研究会が作成し、02.H。 10に静岡県内の全

ての教育委員会へ送付することとなる提言書「学校をノースモーキング健康

エリアヘ」の完成に際し、重要な参考資料となった。加えて、県民向けの啓

発活動を地域のマスコミの力と協働 しながら、新聞やテレビのメディアを通

して広めることの重要性を認識させられた。

「静岡県内の小・中学校での喫煙状況調査」の実施 (回収率 78%;671校分)。

これまでに、静岡県内の学校における「敷地内喫煙」に関する詳細な実態

調査が存在していないことを踏まえ、学校関係者の協力を得て、静岡県内の

小・中学校における「敷地内喫煙」についての実態調査を実施した。その結

果、ほとんどの学校で、「受動喫煙」を防止できるような有効な対策が行わ

れていないことが明らかとなつた。

この調査結果は、02.11。 10に静岡県内の全ての教育委員会へ送付すること

となる提言書「学校をノースモーキング健康エリアヘ」にて公開されること

となる。静岡県においてこのような調査結果が公開されたことはこれまでな

く、「たばこ対策が不完全な学校が多い」とするこの実態調査は、県内の教

育関係者にとつて大きな刺激を与え、同時に、これまでほとんど無かつた「学

校敷地内禁煙化」に向けた行政レベルの取り
°
組みの開始に、重要な影響を与

えたものと思われる。

3)02.07.31
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4)02.09.01～  「静岡県内の禁煙サポー ト・禁煙外来の医療機関調査」の実施。
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5)02.09。 25

6)02.10。 09

これまでに、静岡県内における「禁煙外来」の情報は散在 していたものの

使い勝手の良い集約されたものは無かつた。そこで、当研究室において、静

岡県内の総合病院や呼吸器科を中心に電話とファックスによる聞き取 り調

査を行い、「静岡県内の禁煙サポー ト・禁煙外来の医療機関の一覧表」を県

内初の事業として完成させた。

この「禁煙外来一覧表」は、県内の学校に配布され、学校における禁煙サ

ポー ト情報として活用され、同時に、禁煙のための「ニコチンパッチ」や「ニ

コチンガム」の存在が、静岡県下の学校や教育関係者の間で広く知られるこ

ととなった。

この「禁煙外来の存在」についての啓蒙活動は、「学校敷地内禁煙化」に

向けた行政レベルの取り組みの開始に、重要な影響を与えたものと思われる。

県議会議員 (高等学校PTA会長)、 県健康福祉部、県教育委員会担当者との面

談①。

静岡県議会議員 (当時 ;副議長)であり静岡県公立の高等学校PTA会長で

もあった西原茂樹氏の支援を受け、当研究室のこれまでの調査結果や「学校

敷地内完全禁煙化」に関する意見を、静岡県健康福祉部また静岡県教育委員

会の担当者へ直接的に提言できる機会を得た。各学校ごとの「学校敷地内禁

煙化」に向けた取り組みでなく、県全体による行政レベルの取り組みの開始

を要望した。

この施策担当者・関係者への提言活動は、「学校敷地内禁煙化」に向けた

行政レベルの取り組みの開始に、重要な影響を与えたものと思われる。

県議会議員 (高等学校 PTA会長)、 県健康福祉部、県教育委員会担当者との面

談②。

静岡県議会議員 (当時 :副議長)であり静岡県公立の高等学校 PTA会長で

もあつた西原茂樹氏の支援を受け、02.9。 25の面談を踏まえつつ、静岡県健

康福祉部また静岡県教育委員会の担当者へ直接申し伝える機会を得た。そこ

では、1)県議会においてこの問題を取り上げていただくことの要請と参考

例の提示 (和歌山県議会議事録)、 2)先行モデルとなる和歌山県での学校

禁煙化の事例を紹介、3)静岡県において学校禁煙化を推進する際の方法論

(施策モデル案)を提示、4)学校禁煙化の推進の妨げとなる様々な意見に

対する対応策マニュアルの提示、5)禁煙希望者のための医療情報の提示、

等を行い、「学校敷禁煙化」の早期実現について意見を述べた。
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・この施策担当者・関係者への提言活動は、「学校敷地内禁煙化」に向けた

行政レベルの取り組みの開始に、重要な影響を与えたものと思われる。

静岡新聞夕刊に静岡 :「公立学校敷地内完全禁煙化」推進サポー ト研究会 (そ

のフォーラム)開催予定の知らせを掲載してもらう。

地方紙の静岡新聞 (約 74万部発行)の記者とそれまで数回にわたリコンタ

クトを取り、静岡県下の学校禁煙化の推進活動に対して興味・理解を持つて

いただく中で、研究会 (フ ォーラム)の開催 3日 前に、社会面の記事として

その紹介文を掲載していただいた。

平成 14年 10月 17日  夕刊 静岡新聞掲載

7)02.10。 17
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静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」にういて

このメディアによる啓蒙活動により、「学校敷地内完全禁煙化」という施

策案の存在が、広く県民に知られることとなった。この活動は、この施策の

実施に対する県民のコンセンサス形成に、重要な影響を与えたものと思われ

る。

静岡 :「公立学校敷地内完全禁煙化」推進サポー ト研究会 (フォーラム)を開

催する。

02.9。 25また 02.10。 9の行政担当者との面談の際に活用したものを、「学校

をノースモーキング健康エ リアヘ～提言書～」として冊子にまとめ、それを

約 50名の参加者と読みあわせを行 うなどして、静岡県下の学校禁煙化につ

いて議論を深めると同時に、県下すべての公立学校の敷地内禁煙化の実現の

ためには、各学校ごとの判断ではなく静岡県教育委員会からの「通知」が何

より大切であることを共通理解できるよう努めた。

県内一斉の「学校敷地内完全禁煙化」の実施にターゲットを絞つた静岡県

内初の研究会 (フ ォーラム)の開催とその提言書の公開は、行政レベルの関

係者に、「学校敷地内禁煙化」の実現の必要性をあらためて認識してもらう

ことに一役買つたものと思われる。
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学部 赤田信一研究雷

冊子 :学校を「ノースモーキング健康エリアJへ ～提言書～

NIHKテ レビならびに SBSテ レビの地方版手ユ~ス
(夕刻)において当日の研

究会の様子を紹介してもらう。

9)02.10.20
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地方版のテレビ放送の記者とそれまでにコンタクトを取り、静岡県下の学

校禁煙化の推進活動に対して興味・理解を持っていただく中で、当日の研究

会の様子を取材・ならびにその様子を当日の夕刻のニユースとして放送して

いただいた。

研究会の活動をメディアに取り上げてもらうことでt「学校敷地内完全禁

煙化」という施策案の存在が、広く県民に知られることとなった。この活動

は、この施策の実施に対する県民のコンセンサス形成に、重要な影響を与え

たものと思われる。

10)02.H.10  研究会の冊子 ;「学校をノースモーキング健康エリアヘ～提言書～」を静岡県

下の全ての市町村教育委員会へ配布する。

各市町村教育委員会にも全県下における学校禁煙化対策の実施の必要性に

ついて理解を求めると同時に、各市町村教育委員会においても独自に学校禁

煙化の取り組みを推進することで、県教育委員会の対策推進を触発していた

だくことを要望した。

その後、いくつかの市町村では、県を先行する形で、学校敷地内禁煙化が

実施されることになる。当研究会の冊子は、その市町村のいち早い施策の実

現に対しても、貢献できたものと思われる。

11)02.12。 01 学校敷地内禁煙化の実施を計画した小学校において、地域住民 0保護者への

説明会の席上で講演し、その合意形成・実現を支援する。

学校禁煙化の早期実現を目指していた浜松市立村櫛小学校 (学校長 ;平野

伊子氏 同校学校医 ;八 田1峰夫氏)での、その「学校敷地内禁煙化」の実現

を目指すための地域説明会の席上で講演し、同校のその対策推進に寄与した。

、その後、同校は「学校敷地内禁煙化」が実現されることとなり、同地区の

学校の禁煙化の推進を牽引することとなつた。

NllKテ レビの地方版ニュース (夕刻)の 「禁煙特集」において、研究会の学

校禁煙化に向けた働きかけについて紹介してもらう。

地方版のテレビ放送の記者とそれまでにコンタクトを取り、静岡県下の学

校禁煙化の推進活動に対して興味・理解を持っていただく中で、当研究会の

取り組みを特集ニュースの一部として放送していただいた。また、当研究会

が記者へ取材を勧めていた既に学校禁煙化を実施している浜松市立船越小

学校の取り組みについてもそのニュ‐スで紹介された。また、そのニュース

では県立こども病院の加治正行氏の「卒煙外来」の取り組みも紹介された。

12)02.12.17



静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」について

県内のたばこ対策の動向や、当研究会の活動をメディアに取り上げてもら

うことで、「学校敷地内完全禁煙化」という施策案の存在が、広く県民に知

られることとなった。

この Nl‐IKの放映を境にして、「学校敷地内完全禁煙化」が、ひとつの世論

として位置を獲得できたものと思われる。同時に、この「世論化」力`、「学

校敷地内完全禁煙化」に向けた行政の取り組みを加速させていつた。

静岡県教育委員会による調査「学校での児童・生徒の受動喫煙防止対策に関

する調査」が公表される。

静岡県教育委員会の手によつて、静岡県内公立の小e中 0高等学校、盲・聾・

養護学校 (959校)の受動喫煙防止対策に関する実態が調査・公表された。

その内容は、ほぼ全ての学校において分煙や禁煙に関する申し合わせ事項が

あることにはあるが、実際の受動喫煙防止の観点においては、その対策は不

十分なものであることが明らかにされた。

この調査の実施・公表は、学校禁煙化にそれまで消極的であつた静岡県教

育委員会がその方針を変更したことを示す画期的なものとして理解される。

市民グループ「こどもをタバコから守る会」(代表 ;鈴木秀樹氏)の公開フォ

ーラムが開催され、学校禁煙化の必要性について講演する。

市民グループが開催する公開フォーラムのパネルディスカッションの一講

師として招かれ、学校禁煙化の必要性と、その実現に向けた県教育委員会の

対策の推進をサポー トしていくことの重要性を参加者約 200人に訴えた。な

お、当日は県立こども病院の加治正行氏らの講演が行なわれた。

NHKテ レビの地方版ニュース (夕刻)において当日の研究会の様子を紹介し

てもらう。

静岡新聞に前日の公開フォーラム :パネルディスカッションの内容を掲載し

てもらう。

静岡新聞の投書欄に学校禁煙化の推進についての意見文を掲載してもらう。

SBSテ レビの地方版ニュース (夕刻)の「禁煙の動き」という内容において、

研究会の学校禁煙化の取り組みや、実際の学校の様子、健康増進法の内容ま

たニコチンパッチの利用法などについて紹介してもらう。
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地方版のテレビ放送の記者とそれまでにコンタクトを取り、静岡県下の学

校禁煙化の推進活動に対して興味・理解を持つていただく中で、学校禁煙化

の推進の動向や健康増進法の内容の紹介をニュースの一部として放送して

いただいた。学校禁煙化の実施校の取材については、当研究会が記者へ取材

を勧めていた浜松市立蒲小学校の取り組みを当ニュースで紹介していただ

いた。また、そのニュァスでは禁煙外来を開く鈴木秀樹氏の禁煙支援の取り

組みと、その支援で禁煙を成功された方が紹介された。

19) 03。 02。 11 テレビ静岡 (SUT)の地方版ニュース (夕刻)の 「進む校内禁煙」という内容

において、研究会の学校禁煙化の取り組みや、実際の学校の様子、未成年者

の喫煙問題などについて紹介してもらう。

地方版のテレビ放送の記者とそれまでにコンタクトを取り、静岡県下の学

校禁煙化の推進活動に対して興味・理解を持っていただく中で、学校禁煙化

の推進の動向や未成年者の喫煙問題をニュースの一部として放送していた

だいた。学校禁煙化の実施校の取材については、当研究会が記者へ取材を勧

めていた浜松市立村櫛小学校の取り組みを当ニュースで紹介していただい
.

た。また、そのニュースでは禁煙外来を開く加治正行氏の禁煙支援の取り組

みが紹介された。 ,

静岡県議会の一般質問において県議会議員より県教育長へ「子供の喫煙防止

対策」についての質問をしてもらい、その内容が静岡新間に掲載される。

研究会が 02.10。 9よ りその必要性を訴えていた「公の場 :県議会での質問」

について某政党某議員がその趣旨を受け入れていただき、当日議会での質問

が実現した。答弁に立った県教育長からは「学校における喫煙問題にういて

の検討委員会」を早急に設置することなどが、ここで初めて明らかにされた。

20) 03.02.24

21)03.02.26  静岡市内の高校で組織される「生徒指導地区研究協議会」が開催され、高等

学校での学校禁煙化の必要性について講演する。

22)03。 02.27  静岡新聞に前日 (03.2.26)の協議会の内容を掲載してもらう。

23)03.03.03  静岡新聞に過日 (03.2.26)の 協議会の内容と、禁煙外来のこと、ならびに県



静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」について

教育委員会が 「検討委員会」を開催することなどについて掲載 してもらう。

これまでの当研究会の活動をひとつの契機として、「学校敷地内禁煙化」の

世論化はいよいよ本格的なものとなり、同時に、行政レベルの取り組みもい

よいよ組織だったものになつてきた。特に、静岡県教育委員会における「学

校における喫煙問題検討委員会」の開催の決定は、県下一斉の学校敷地内禁

煙化の実施に向け大きな前進であつた。

SBSテ レビの地方版ニユース (夕亥J)の 「喫煙防止教育」という内容で、研
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開
い
た
静
同
地
区
生

徒
指
導
研
究
協
議
会
長
の
松

島
忠
範
静
岡

工
業
高
校
長

は

ヨ
塾
職
員
が
生
徒

の
前
で
吸

わ
な
い
の
が
喫
煙
防
止
教
育

の
第

一
歩
と
認
識
し
た
。
医

療
機
関
の
利
用
な
ど
参
考
に

な

っ
た
」
と
収
穫

の
大
き
さ

ふ
藷

う

た
。

赤

田

助

教

授

は
、

昨

年

「
『
公
立
学
校
敷
地
内
完
全

禁
煙
化
』
推
進
サ
ポ
ー
ト
研

究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
「
赤

田
助
教
授
が
指
導
す
る
学
生

を
中
心
に
、

賛
同
す
る
医
療
、

教
育
関
係
者
ら
が
参
加
し
、

禁
煙
外
来
リ
ス
ト
の
作
成
と

配
布
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

む
。

赤
田
助
教
授
は

「学
校

で
は
、

た
ば

こ
の
害
を
し

っ

か
り
致
え
る
と
と
も
に

『
喫

と
い
う
気
持
ち
で
接
し
て
ほ

煙
モ
デ
ル
』
と
な
る
大
人
を

し
い
」
と
力
を
込
め
た
。

見
せ
な
い
環
境
を

つ
く
り
、
　

　

県
立

こ
ど
も
病
院
の
加
治

生
徒
た
ち
が
日
本

の
喫
煙
状

正
行
医
師
が
昨
年
十
月
、
十

況
を
変
え
る
担
い
手
に
な
る

五
歳
以
下
を
対
象
に
開
設
し

「
生
徒
の
喫
煙
対
策
」
を
テ
…
マ
に
高
校
の
生
徒
指
導
主

事
ら
が
集
ま

っ
た
研
修
会
＝
静
岡
市
内

た

「
卒
煙
外
来
」
に
は
、
全

国
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次

い
で
い
る
。

加
治
医
師
は
「中

三
の
生
徒
が
た
ば
こ
の
誘
惑

に
苦
し
み
な
が
ら

『
禁
煙
』

の
張
り
紙
を
し
て
受
験
勉
強

に
立
ち
向
か

っ
て
い
る
、
と

母
親
か
ら
電
話
が
あ

っ
た
。

切
実
な
思
い
が
伝
わ

っ
て
き

ま
す
」
と
語
る
、

こ
れ
ま
で

に
実
際
に
外
来
を
訪
れ
た

の

は
二
人
だ
が
、

加
治
医
師
は

一
一、
三
週
間
ご
と
に
電
話
し
、

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
欠
か

さ
な

い
。

卒
煙
外
来
の
治
療
は

ニ
コ

チ
ン
パ

ッ
チ
と
呼
ば
れ
る
は

り
薬
で
、

カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ

に
も
力
を
入
れ
る
。
子
ど
も

は
大
人
に
比
べ
短
期
間
で
依

存
状
態
に
な
り
や
す
い
が
、

治
療
も
大
人

の
八
週
間
に
対

し
二
週
間
と
短
く
て
済
む
と

い
う
。

加
治
医
師
は

「
喫
煙

は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い
う

病
気
。

本
当
は
や
め
た
い
と

思

っ
て
い
る
子
も
多
く
、

非

行
と
し
て
戒
め
る
の
で
は
な

く
、
治
療
を
受
け
さ
せ
る
と

い
う
発
想
が
必
要
」
と
訴
え

る
。

教
育
現
場
に
は

「
二
十

歳
に
な
る
ま
で
吸
わ
な
い
、

と
い
う
言
い
方
は
誘

い
文
句

に
な
り
か
ね
な
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。

浜
松
市
内

の
小
学
校
で
は

禁
煙
化
の
動
き
が
広
が

っ
て

い
る
。

平
成
十
三
年
度
に
い

ち
早
く
校
舎
と
敷
地
内
の
全

面
禁
煙
に
踏
み
切

っ
た
市
立

蒲
小
で
は
校
内
の
喫
煙

コ
ー

ナ
ー
を
廃
上
し
、
職
員
室
や

応
接

室

の
灰

皿
も
撤

去

し

た
。

父
母
や
地
域
住
民
が
訪

れ
る
運
動
会
で
も
口
頭
で
協

力
を
求
め
た
。

鈴
木
俊
彦
校

長
は

「分
煙
に
し
て
も
子
ど

も
た
ち
が
間
接
的
に
煙
を
吸

う
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
全

面
禁
煙
を
続
け
た
い
」
と
話

す
。昨

年
二
月
か
ら
全
面
禁
煙

存
嚢
施

す
る
市
立
船
越
小

の

中
村
重
俊
校
長
は

一
瑕
員
〓

十
人
の
小
さ
な
小
さ
な
学
校

だ
か
ら
で
き
た
。
強
制
す
る

の
で
は
な
く
、
た
ば
こ
の
な

い
環
境
を
自
然
に
子
ど
も
た

ち
の
周
り
に
つ
く
り
た
い
」

と
説
明
。
市
立
村
櫛
小
も
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
自
治
会
の
協
力
を
得

て
、
今
年

一
月
か
ら
全
画
禁

煙
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
一

県
教
委
が
昨
年
十

一
月
に

公
立
小
―
高
、
盲

・
聾

・
養

全
九
百
五
十
九
校
を
対
象
に

実
施
し
た
初

の
受
動
喫
煙
対

策
調
査
に
よ
る
と
、

敷
地
内

を
全
面
禁
煙
口
し
て
い
る
の

は
小
学
校
五
校
、
喫
煙
場
所

を
定
め
て
い
る
の
は
八
百
四

十
四
校

（８８
％
）
。

喫
煙
を

認
め
て
い
る
場
所
で
の
受
動

喫
煙
対
策

（複
数
回
答
可
）

で
、

「
児
童
生
徒
か
ら
見
え

る
場
所
で
喫
煙
し
な
い
」
は

六
百
六
校

（６３

・
２
％
）
だ

っ
た
。

県
教
委
の
検
討
委
は

医
療
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

な
ど
十
数
人
で
構
成
し
、
意

見
を
集
約
し
て
教
育
長
に
提

言
す
る
。

未
成
年
の
喫
煙
実
態
　
厚

生
省

（現

・
厚
生
労
働
省
）

が
三
〇
〇
〇
年
度
に
実
施
し

た
全
国
調
査

（中
学
校
百
三

十
二
校
、
高
校
百
二
校
を
抽

出
）
に
よ
る
と
、
喫
煙
経
験

が
あ
る
の
は
男
子
で
中

一
２２

・
５
％
、
高
三
“

・
７
％
、

女
子
は
中

一
１６

一
４
％
、
高

三
３６

・
７
％
。

毎
日
喫
煙
し

て
い
る
の
は
、
高
三
男
子
が

２５

・
９
％
、
同
女
子
が
８

・

３
％
だ

っ
た
。
新
学
習
指
導

要
領
で
は
小
学
校
段
階
か
ら

の
早
期
喫
煙
防
止
教
育
が
明

確
に
位
置
付
け
ら
れ
、
新
た

に
五

・
六
年
の
教
科
「
体
育
」

で
喫
煙
の
害
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　

，

生徒の
べ
禁煙、強化

病
院
は
専
門
窓
口
で
対
応

県
教
委
、検
討
委
発
足
へ

平成 15年 3月 3日 朝刊 静岡新聞掲載

24)03:3.10
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SBSテ レビの地方版ニュース (夕刻)の 「喫煙防止教育」という内容で、研

究会の喫煙防止教育の取り組みや、学校の喫煙対策の様子を紹介してもらう。

同時にPTA連絡協議会による学校禁煙化の早期実現を求めた要望書が県教育

長へ提出されたことが紹介された。

地方版のテレビ放送の記者とそれまでにコンタクトを取り、静岡県下の学

校禁煙化ならびに喫煙防止教育の推進の活動に対して興味・理解を持つてい

ただく中で、研究会が浜松市与進北小学校で行つた喫煙防止教育の内容の紹

介をニュースの一部として放送していただいた。また、同学校の喫煙対策に

ついても紹介していただいた。同時に、県公立高 PTA連絡協議会、県PTA連

絡協議会、県私学父母の会が合同で作成した「学校敷地内全面禁煙化の早期

実現」を求める要望書が、教育長へ手渡される様子が紹介された。この要望

書の原案は当研究室が作成した。

「第一回 学校における喫煙問題検討委員会」の開催。

行政による委員会が持たれ、学校敷地内禁煙化の実現の筋道が確保され

た。なお、当委員会の最終報告は、同年の H月 11日 に行われた (資料 2)。

平成 15年 3月 14 日

朝刊 静岡新聞掲載

24)03.3.10

25)03.3.13

・
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一
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【資料・2】

静岡県教育委員会教育長 様

「学校における喫煙問題検討委員会」からの提言

・ ～ 児童生徒を喫煙による健康被害から守るために ～

静岡県教育委員会がめざしている「こころざし」を持つた子どもを育てるためには、その上台となる健全な心身

の育成が重要となります。成長期にある児童生徒の喫煙は、正常な脳の発達や身体の発育を阻害し、喫煙開

始年齢が低いほどニコチン依存度や健康被害が増します。成人全体の喫煙者が減少する中で、喫煙者の低年

齢化傾向がみられます。また、女性の喫煙者も増加傾向にあり、早期かつ抜本的な喫煙防止教育の充実が望

まれる状況にあるといえます。

平成15年5月 1日 から受動喫煙の防止対策を義務付ける「健康増進法」が施行され、学校はもとより病院や駅

構内など、公共性を有する施設における様々な対策が全国的に進められております。本県においても、学校を

含めた公共施設での全面禁煙化をキち 出す市町村が増加するなど、積極的な動きが見られています。

私たちは、3月 から「学校における喫煙問題検討委員会」を開催し、学校における児童生徒及び教職員の喫煙

実態や問題点の分析、他県の動向や今後の見通し等について、検討を重ねてまいりました。それらの結果を踏

まえ、以下の提言をいたします。

児童生徒を喫煙による健康被害から守るため、3つの提言をいたします。

喫煙防止教育の充実

・児童生徒やその保護者を含めた喫煙防止教育の推進

口教育活動全体を通した喫煙防止教育の充実

・家庭・地域に対する喫煙防止教育の充実

たばこを手に入れにくい社会環境づくり

,社会環境づくりに向けた関係諸機関への働き掛け

口地域の青少年声掛け運動を通した環境づくりの推進

学校敷地内全面禁煙の実施

・教職員の理解と協力体制の確立

口外来者や施設利用者に対する協力の呼び掛け

・禁煙希望者に対するサポート体制の充実

この提言の実現に向け、特に、以下の配慮がなされるよう要望いたします。

ア『喫煙習慣はニコチン依存症という病気である」との視点からサポート体制の充実を図ること

イ たばこの販売方法等については関係企業・団体に働き掛けること

ウ 学校敷地内全面禁煙化に向けては、教職員や来校者の理解を十分に得たうえで実施すること

により、その定着化を図ること

学校において、児童生徒を喫煙による健康被害から守るために、積極的な取組が展開されるよう期待するも

のであります。

平成15年 11月

学校における喫煙問題検討委員会 委員長

(※ 原本の内容の写し)
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おわりに

以上、静岡県における「公立学校敷地内禁煙化」の実現に至るまでの経過、“シズオカプロ

セス"の解明の試みとして、筆者が直接かかわつた研究会「静岡 :公立学校敷地内完全禁煙化

推進・サポー ト研究会」の稚拙な活動を中心として、2002.3.Hか ら2003.3.13の動向を示し

た。

そこには、和歌山県が先行的に実施した学校敷地内禁煙化の取り組み・行政手腕を綿密に調

査し、その成果を静岡県における学校敷地内禁煙化の施策実施に向けt最大限に活用してきた

当研究会の活動の姿勢があらためて明確にされたものと思われる。

といつても、当研究会は「行政」の立場にあるものではない。その立場の違いを、新聞やニ

ュース番組などのメデイアとのタイアップするなかで、学校敷地内禁煙化の実現を「世論化」

することにより、その「世論」が「行政」の取り組みを角虫発していくといつたサイクルを形成

することによつて乗り越えていつたともいえる。

当研究会が活動を始める前に行つた行政官に対する調査では、「学校禁煙化など絶対に不可

能」、「教員組織が認めるはずがない」など、極めて否定的な反応が多かつた。しかしながら、

その反応は、その後の世論の学校禁煙化を支持する動きに敏感であり、最終的には、行政によ

る「学校敷地内禁煙化」の実施が決定された。

筆者は、「行政は世論を裏切らない」ことを、今回の活動で実感した。

なお、本研究が目指す “シズオカプロセス"の全体像の解明に対して、今回の報告はその一

部分しか記載できていない。当然のことながら、当研究会以外の多くの方々の取り組みが実際

に存在し、静岡県における「学校敷地内禁煙化」の実現に向けたその方々の貢献度は極めて大

きなものがある。その解明を今後の課題としたい。


